
大気汚染常時監視測定局に係る適正配置検討部会及び審議経過 

１ 検討部会委員 

２ 審議経過 

（１）第１回検討部会（平成３０年５月２５日） 

＜審議内容＞ 

・本市の現状、主な社会情勢の変化、適正配置の検討手法と今後の進め方 等 

＜主な委員ご意見＞ 

・国のマニュアルに基づく手法は域内からの影響が前提であるため、Ox や PM2.5

の状況を整理するなど越境大気汚染への対応を加味する必要がある。

・国の事務処理基準による全国的視点からの検討では本市は現在の約半分となる

が、大幅な削減はデータの連続性や継続的な監視の観点から好ましくない。 

（２）第２回検討部会（平成３０年６月２７日） 

＜審議内容＞ 

・シミュレーション結果と適正配置の事務局案、検討部会報告書の骨子 等 

＜主な委員ご意見＞ 

・シミュレーション結果に基づく領域毎の検討に加え、行政区毎にも検討されて

おり、バランスよく測定局が配置されている。

・地域の特性も考慮し、事務処理基準上の必要数よりも多くの測定項目及び測定

地点を設定し充実したものである。 

・越境大気汚染への対応として、環境基準達成率の低い Ox 及び PM2.5 はしっかり

と維持強化を図っており、ポイントをおさえている。 

（３）第３回検討部会（平成３０年８月６日）

＜審議内容＞

・検討部会報告書の事務局案 等 

＜主な委員ご意見＞ 

・市域全体として大気環境が改善傾向にあることを丁寧に説明し、現在の監視体

制の工夫が必要であると整理すべきである。 

・福岡県内の大気環境を的確に把握し情報提供していくために、福岡県としても

北九州市をはじめとした各政令市と緊密に連携を図っていく必要がある。
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